
　2025年は戦後80年の節目となりました。多くの
戦争・平和を題材とした特別番組や過去の優れた
作品が放映され、あらためて今を生きる私たちに
戦争の悲惨さと平和の尊さを教えてくれました。直
接体験がない私たちも、映像を通して「戦争にな
ると何が起きるのか。その事実をわが身に重ねた
ときの痛みと悲しみ」を想像することができました。
　糸島でも戦中戦後を体験した方々の講話を聞く
機会がありました。突然戦争に駆り出された家族
の苦労や、命を削りながらの大陸からの引き揚げ
体験などを聞き、生きる希望を持つことの厳しさと
戦争の理不尽さに気付かされました。
　また、糸島市庁舎内での原爆展をご覧になった
方の中に、戦中での体験を私に教えてくださった
方がいました。その言葉には、「もう二度とあって
はならない」という強い意志を感じることができま
した。

 

　被爆樹木や戦争遺構を再確認しながら後世に残
す活動が、糸島市でも進められています。埋もれ
ていた戦争の歴史が教材として残り、それを伝える
人がいれば歴史の風化は免れます。戦争遺構が
そこにずっと残っていくということは、戦争の事実を
伝える生き証人がそこにずっと居続けるということ
です。広島・長崎の原爆資料館で見た黒焦げの
弁当箱、被爆した衣類など、展示された「もの」
はずっと私たちに語り続けています。
　しかし、残すという作業は簡単ではありません。
原爆ドームもかつて取り壊しについて議論されたこと
がありました。保存の経済的負担や「見るたびに原
爆投下を思い出したくない」という地元の思いもあ
り、広島市議会が原爆ドームの永久保存を決議し
たのは、原爆が投下されてから20年以上後のこと
です。歴史の遺構を残すことは簡単ではありません。

東日本大震災遺構についても津波の教訓を残した
い。しかし、その痕跡は悲惨な記憶を呼び覚まします。
歴史の遺構が残っているということは、さまざまな
人々の思いもそこにあるということではないでしょうか。

　広島・長崎の平和記念式典での被爆者の訴え
や子ども代表の言葉は、ヒロシマ・ナガサキそして
戦争の実態を未来に伝承していくことの大切さを教
えてくれました。
　昨年11月1日、核兵器廃絶を目指す科学者らの
国際組織「パグウォッシュ会議」の第63回世界大
会が広島で開催されました。この会議は、1955
年のラッセル=アインシュタイン宣言をきっかけに設
立されたもので、第1回大会には湯川秀樹氏・朝
永振一郎氏も参加しています（1995年、パグ
ウォッシュ会議はノーベル平和賞を受賞）。昨年の
会議のその日、偶然平和記念公園にいた私は、
公園内を歩く外国の人の多さに驚きました。資料
館も長蛇の列でした。関心が高いことはいいことだ
と率直に思いました。その後、爆心地から400m
の本川小学校（児童約400人、教職員10人が犠
牲）へ行きました。被爆した校舎の一部は資料館
として残してあり、自由に見学することができます。
展示室の中には「安らかに眠って下さい 過ちは 
繰返しませぬから」と墨で書かれた額が掲げてあ
りました。
　ベトナム戦争さなかの1970年に発表された北山
修作詞「戦争を知らない子供たち」は今、すっか
り大人になりました。時代を生きる大人として、私
も戦争を繰り返さない責任が生まれました。自分に
とって平和とは何か。地域で、家庭で、考えてい
けたらと思います。

戦争遺構が身近にあること

世界とつながる

戦後81年から未来へ
小学校非常勤講師
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YA本研究会 令和 8年度メンバー募集！
　糸島市立図書館では、中学生・高校生を『YA（ヤングアダルト）』と
呼び、大人でも子どもでもない年代の利用者を対象とした読書サー
ビスを展開しています。
　令和8年度も、中高生のYA本研
究会メンバーを募集します。特に中
学生の新しいメンバーは大歓迎で
す。「本が大好き！」「本について語り
合いたい」という人は、ぜひ応募して
ください。

5月3日(日・祝)～5日(火・祝)
※4日(月・祝)は定例休館日のため、全館休館です。
※休館中でも、電子書籍サービスは利用できます。

二丈館・志摩館臨時休館のお知らせ

市内在住または市内に通学する中学生・高校生
5月～令和9年3月（7回程度／年） ※活動日は全て日曜日
10人
4月1日（水）～30日（木）
※糸島市立図書館 各館カウンターまたは電話で受け付け

募集対象
活動期間

募集期間
募集人数

糸島市ファミリー・サポート・センター事業

糸島市ファミリー・サポート・センター（いとしまファミサポ）
月～土曜日 10時～17時　☎・FAX （332）8717　 info@itofamisapo.com

申し込み・
問い合わせ

ホームページ

4月25日(土)～なくなり次第終了日　　程

5月6日(水・休)10時～16時30分日　　時

本のお楽しみ袋
年代に合わせて司書が選んだおすすめ本3冊
のセットを貸し出します（1人1袋）。

ブックリサイクル
除籍した本・雑誌などを無料で配布します。

5月9日(土)11時～11時40分
4月24日（金）10時～

日　　時
受付開始

おはなし会スペシャル
いつもよりちょっと長い特別なおはなし会です。

二丈館

本 館

本 館

こどもの読書週間(4月23日～5月12日)

※詳細は、糸島市立図書館ホームページをご覧ください。

▲令和7年度のメンバー

ファミサポを利用してみませんか？
どんな理由でも利用できます

お預かり対象 首すわりができた頃～小学6年生

利用料金 1時間600～800円
（送迎の場合は別途交通費が必要）

　糸島市ファミリー・サポート・センター事業は、子育ての援

助をしてほしい人（おねがい会員）と、子育ての援助をしたい人
（サポート会員）がそれぞれ会員となって、子どもの預かり（短
時間）や送迎などを行う有償のボランティア事業です。

　利用には、事前に会員登録が必要です。登録会の日程は、糸

島市公式LINE・ファミサポホームページをご確認ください。

不明な点などは、お気軽にお問い合わせください。

ライン

何か人の役に
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が大好
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したい
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下の子を預かってほしい
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できるかも
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